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研 究 要 旨  
 災 害 に よ る 死 別 は 、被 災者 に 深 刻 な 精 神 的 影 響 を 与 え る。災 害 遺 族 で は、う つ 病 や
PTSD、複 雑 性 悲 嘆 な ど の 精 神 障 害 の 高 い 有 病 率 が 報 告 さ れ て い る 。特 に 、複 雑 性 悲 嘆
は 、 通 常 の 悲 嘆 の 区 別 し に く く 、 QOL や 対 人 関 係 の 障 害 が あ っ て も 見 逃 さ れ や す い 。
本 研 究 で は 、複 雑 性 悲 嘆 の 病 態 や 近 年 の 治 療 の 動 向 を 文 献 か ら 検 討 し 、災 害 に よ る 遺
族 の 複 雑 性 悲 嘆 に 対 す る 心 理 的 ケ ア ・ 治 療 の 在 り 方 と 普 及 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  

 
A 研 究 目 的  

災 害 に よ る 死 別 の 精 神 的 影 響 が 深
刻 で あ る こ と に つ い て は 多 く の 研 究
報 告 が な さ れ て き た 。 ニ カ ラ グ ア の
ハ リ ケ ー ン 被 災 者 に お い て は 、 家 族
と の 死 別 が 6 か 月 後 の 抑 う つ 状 態 を
予 測 し て い た こ と が 報 告 さ れ て い る
8 )。 ま た 2005 年 の ス マ ト ラ 沖 地 震 で
は 、イ ン ド ネ シ ア 人 の 遺 族 に お い て、
失 っ た 家 族 の 数 が 災 害 の 精 神 的 苦 痛
を 予 測 し た こ と や 2 5 )、 ノ ル ウ エ ー 人
被 災 者 に お い て 死 別 健 康 が 精 神 的 健
康 を 予 測 し た と さ れ て い る 9 )。  

災 害 の 遺 族 に お い て 、 多 い 精 神 障
害 は 、 う つ 病 、 PTSD、 複 雑 性 悲 嘆 な
ど が あ げ ら れ る 。 ス マ ト ラ 沖 地 震 を
経 験 し た 遺 族 の 調 査 で は 、津 波 から 2
年 後 の PTSD,う つ 病 、複 雑 性 悲 嘆 の 有
病 率 は 、そ れ ぞれ 11.7%、12.8%、14.9%
で あ っ た が 、6 年 後 に は 、6.4%、9.6%、
11.7%に 変 化 し て い た 。こ の デ ー タ か
ら は 、 PTSD の 有 病 率 の 減 少 に 比 べ 、
う つ 病 や 複 雑 性 悲 嘆 の 有 病 率 の 減 少
が 少 な い こ と が わ か る 1 3 )。  

こ の よ う に 災 害 後 の 遺 族 の 長 期 の
心 理 的 問 題 と し て 、 複 雑 性 悲 嘆 は 重

要 な も の で あ る が 、 そ の 概 念 の 統 一
が 中 々 は か ら れ な か っ た こ と も あ り 、
過 去 の 日 本 の 災 害 研 究 で は あ ま り と
り あ げ ら れ て こ な か っ た 。 し か し 、
東 日 本 大 震 災 の よ う な 多 く の 死 者 を
出 す よ う な 災 害 に お い て 、 今 後 は 無
視 で き な い 問 題 で あ る と 考 え ら れ る 。 

今 後 の 災 害 後 の 遺 族 ケ ア を 考 え る
た め に 、 現 在 の 複 雑 性 悲 嘆 の 概 念 の
動 向 と 有 効 な 治 療 に つ い て 文 献 を も
と に ま と め た 。  

 
B． 研 究 方 法  

複 雑 性 悲 嘆 の 診 断 お よ び 、 治 療 に
関 す る 文 献 を Pub-Med に よ り 検 索 し、
内 容 を 検 討 し た 。  
（ 倫 理 面 へ の 配 慮 ）  
文 献 研 究 な の で 、 倫 理 的 な 問 題 は 生
じ な い 。  

 
C． 研 究 結 果  
1)  複 雑 性 悲 嘆 の 診 断 の 確 立  

複 雑 性 悲 嘆 の 呼 称 が 研 究 者 の 間 で 広 く
使 わ れ る よ う に な っ た の は 、 1995 年 に
Prigerson ら 1 9 )が 評 価 尺 度（ Inventory of 
Complicated Grief）を 開 発 し 、研 究 が 実
施 で き る よ う に な っ た こ と が 大 き い 。 そ
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の 後 、 複 雑 性 悲 嘆 は 、 研 究 者 に よ っ て 、
外 傷 性 悲 嘆（ traumatic grief） 1 1 )や 遷 延
性 悲 嘆 障 害 （ prolonged grief disorder）
2 0 )な ど 様 々 な 呼 び 方 が な さ れ て き た が、
“ 悲 嘆 が 長 期 に 強 い レ ベ ル で 持 続 し 、 社
会 生 活 や 対 人 関 係 な ど 重 要 な 機 能 の 障 害
を き た し て い る 状 態 ” と い う 概 念 に つ い
て は ほ ぼ 共 通 し て い る と 考 え ら れ る 2 6 )。 

ま た 、 複 雑 性 悲 嘆 の 患 者 に お い て 、 身
体 健 康 、 精 神 健 康 が 不 良 1 6 )  1 4 )  4 )で あ り 、
QOL の 低 下 4 ,  1 4 ,  2 4 )や 自 殺 念 慮 の 増 加 1 7 )

な ど の 深 刻 な 影 響 が 大 き い こ と や 、 一 般
人 口 に お け る 有 病 率 は 2.4% 7 )-6.7% 1 2 )と
10%未 満 で あ り 、通 常 の 悲 嘆 反 応 と は 区 別
で き る と い う 考 え 方 か ら 、 精 神 障 害 と し
て 治 療 す る べ き で あ る と い う 意 見 が 研 究
者 の 中 で 強 く な り 、 DSM の 形 式 に よ る 診
断 基 準 が 提 唱 さ れ る よ う に な っ た 1 8 ,  2 2 )。 

こ の よ う な 流 れ を 受 け て 、2013 年 に 改
訂 さ れ た DSM-5 で は 、「 心 的 外 傷 お よ び ス
ト レ ス 因 関 連 障 害 群 」の 中 に 、「 持 続 性 複
雑 死 別 障 害 （ persistent complex 
bereavement disorder）」と し て 、精 神 障
害 に 位 置 付 け ら れ る よ う に な っ た 1 )。 し
か し 、 診 断 基 準 に つ い て は 研 究 者 間 の 一
致 が 見 ら れ な い な ど か ら、「 今 後 の 研 究 の
た め の 病 態 」 に 提 示 さ れ る に と ど ま っ て
い る ｡DSM-5 の 診 断 基 準 に つ い て は 、症 状
の 数 が 多 す ぎ る こ と や 過 去 の 診 断 尺 度 と
共 通 性 が 乏 し い こ と 、症 状 の 持 続 期 間（ 12
か 月 ） に エ ビ デ ン ス が 乏 し い な ど の 批 判
も あ り 5 )、 今 後 の 研 究 に よ っ て 変 わ っ て
く る 可 能 性 も あ る 。  

ま た、2018 年 改 訂 予 定 の ICD-11 で は 、
ワ ー キ ン グ ル ー プ か ら prolonged grief 
disorder” の 用 語 が 提 唱 さ れ て お り
（ ICD-11、beta draft）、こ の 診 断 基 準 に
つ い て は ほ ぼ Prigerson ら 1 8 )の 提 唱 し た
も の と 同 等 で あ る た め 、 DSM-5 と の 整 合
性 が 今 後 の 課 題 で あ る と 思 わ れ る 。  
 
2)  複 雑 性 悲 嘆 の 治 療  

複 雑 性 悲 嘆 の 治 療 の 有 効 性 に つ い て は、
Stroebe 2 6 )ら が 、系 統 的 レ ビ ュ ー を 行 い ま
と め て い る が 、 そ の 中 で 、 す べ て の 遺 族
を 対 象 と し た 一 次 介 入 に お い て は 、 予 防
と し て 実 証 性 の あ る 心 理 的 介 入 は な く 、
悲 嘆 症 状 や 苦 痛 が 強 い な ど の ハ イ リ ス ク
群 を 対 象 と し た 二 次 介 入 に お い て 、 有 効

性 の 報 告 が あ っ た が 、 最 も エ ビ デ ン ス の
あ る 研 究 が 多 か っ た の は 、 複 雑 性 悲 嘆 の
診 断 が つ い た 遺 族 を 対 象 と し た 治 療 を 提
供 す る 三 次 介 入 で あ っ た 。 こ の 結 果 は 、
Wittouck ら 2 8 )の メ タ ア ナ リ シ ス に よ っ
て も 支 持 さ れ た 。Wittouck ら は 、複 雑 性
悲 嘆 の 予 防 に 関 す る 9 つ の 研 究 に お い て
は 、 治 療 効 果 が 見 ら れ な か っ た が 、 複 雑
性 悲 嘆 の 遺 族 を 対 象 と し た 治 療 研 究 に お
い て 認 知 行 動 療 法 に お い て 有 効 性 が 示 さ
れ た こ と を 報 告 し て い る 。 ま た 、 近 年 い
く つ か の 複 雑 性 悲 嘆 の 認 知 行 動 療 法 の 無
作 為 化 比 較 試 験 が 報 告 さ れ て い る が 、 い
ず れ も 高 い 効 果 量 を 示 し て い た 。 代 表 的
な 治 療 と し て 、 個 人 を 対 象 と し た 対 面 に
よ る 認 知 行 動 療 法 3 ,  2 1 ,  2 3 )、 個 人 を 対 象
と し た イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 認 知 行
動 療 法 2 7 )、個 人 療 法 と 集 団 療 法 を 組 み 合
わ せ た 認 知 行 動 療 法 6 )な ど が あ る 。 著 者
ら は 、 Shear ら の 開 発 し た CGT
（ complicated grief treatment） を 日 本
の 複 雑 性 悲 嘆 を 抱 え た 遺 族 に 適 応 し 、 オ
ー プ ン ト ラ イ ア ル で あ る が 良 好 な 結 果 を
得 て い る（未 発 表 ）。ま た Asukai ら 2 )も 、
心 的 外 傷 体 験 を 伴 う 複 雑 性 悲 嘆 の 患 者 に
CGT を 修 正 し た プ ロ グ ラ ム を 適 応 し 、 日
本 人 の 遺 族 に お い て も 複 雑 性 悲 嘆 の 認 知
行 動 療 法 が 有 効 で あ る こ と を 報 告 し て お
り 、 災 害 の 遺 族 で 複 雑 性 悲 嘆 を 有 す る 患
者 に つ い て は 、 CGT 等 の 認 知 行 動 療 法 を
提 供 す る の が 望 ま し い と 言 え る 。  

薬 物 療 法 に つ い て も 、SSRI や 三 環 系 抗
う つ 薬 （ Noritriptyrine） 1 5 )を 用 い た 研
究 が open trial の レ ベ ル で 行 わ れ て い る
が 、SSRI に つ い て は 悲 嘆 を 軽 減 し た と い
う 報 告 が い く つ か あ る が 1 0 ,  2 9 )、 無 作 為
化 比 較 試 験 で の 報 告 が な く 、 認 知 行 動 療
法 に 比 べ る と 実 証 性 に は ま だ 乏 し い と 言
え る 。  

 
D.考 察 ・ 結 論  

複 雑 性 悲 嘆 の 診 断 お よ び 治 療 に つ い て
文 献 研 究 を 基 に ま と め た 。  

複 雑 性 悲 嘆 は DSM-5 以 降 精 神 障 害 と し
て 認 知 は さ れ る よ う に な っ て い る が 、 診
断 基 準 が ま だ 明 確 で は な い こ と 、 ICD-11
と の 整 合 性 が ど の よ う に な る か が 不 明 確
な ど の 問 題 を 抱 え て い る 。 現 状 で は 、 過
去 の 研 究 で 広 く 使 わ れ て い る 診 断 基 準 や
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尺 度 を も と に 、 治 療 等 の 研 究 を す す め て
い く ほ う が 、 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 ま
た 、 診 断 基 準 や 病 態 を 明 確 化 さ せ て い く
よ う な コ ホ ー ト 研 究 や 生 物 学 的 研 究 な ど
を 進 め て い く 必 要 も あ る と 考 え ら れ る 。  

治 療 に つ い て は 、 予 防 的 介 入 に お い て
は 、 現 在 有 効 と さ れ る も の は な く 、 災 害
等 で 多 く の 人 が 家 族 を 失 う よ う な 場 合 で
は 、 PTSD と 同 様 に PFA（ psychological 
first aid）の よ う な 非 侵 襲 的 な 心 理 社 会
的 介 入 が 望 ま し い と 思 わ れ る 。  

し か し 、 時 間 が 経 過 し て 複 雑 性 悲 嘆 で
あ る と 診 断 さ れ た 遺 族 に 対 し て は 、 積 極
的 に CGT 等 の 複 雑 性 悲 嘆 に 焦 点 化 し た 認
知 行 動 療 法 の 提 供 が 有 効 で あ る と 官 が れ
ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら の 治 療 は ま だ 日
本 に お い て は 、 open trial に お い て 有 効
性 が 示 さ れ た 段 階 で あ る こ と か ら 、 今 度
RCT に よ っ て 実 証 さ れ る こ と が 必 要 で あ
る 。 ま た 、 治 療 の 普 及 や 多 く の 遺 族 が 発
生 し た 場 合 の 対 応 等 を 考 え る と 、 軽 度 あ
る い は 閾 値 下 レ ベ ル の 複 雑 性 悲 嘆 に 対 し
て は 、 保 健 師 や 臨 床 心 理 士 が 行 え る 低 強
度 の 集 団 認 知 行 動 療 法 が 有 用 で は な い か
と 考 え ら れ る 。 我 々 は 、 全 6 回 の 集 団 認
知 行 動 療 法 プ ロ グ ラ ム （ ENERGY） を 開 発
し 、 現 在 有 効 性 の 検 証 を 行 っ て い る 。  

日 本 で は 災 害 だ け で な く 、 自 死 葉 や ん
罪 被 害 等 に よ る 遺 族 に お い て も 複 雑 性 悲
嘆 が 多 く 見 ら れ る こ と か ら 、 今 後 臨 床 現
場 で 実 施 し や す い 治 療 の 開 発 と 、 効 果 検
証 、 普 及 を 進 め て い く 必 要 が あ る と 言 え
る 。  

 
F.  健 康 危 険 情 報  
  特 記 す べ き も の な し  
 
Ｇ ． 研 究 発 表  
 1.  論文発表  
1 )  中島聡美：女性にお ける複雑性悲嘆  

－愛着と養育の視点 から－．武蔵野大
学人間科学研究所年 報  第 5号，2016.
（印刷中）  

2 )  金吉晴 ，中 島 聡 美 ，堀 弘 明 ，関 口 敦 ：
不安障害、PTSDの治 癒と再燃に関わる
要因．精神保健研究 62:35-39， 2016.  
 

 2.  学会発表  
1)  中島聡美，伊藤  正哉   ,鈴木  友理子  ,
金  吉晴：DSM‒5 およ び ICD‒11 におけ
る 複 雑 性 悲 嘆 の 診 断 基 準 の 違 い と 今
後の展望．第 14 回 日本トラウマティ

ック・ストレス学会  シンポジウム A
－ 4 トラ ウマ 関連 病態の 診断 ：現在
と 近 未 来 を 見 据 え て ． 京 都 ，
2015.6.21. 

2)  新明一星，伊藤 正哉 ，松田陽子 ，淺野
敬子，正木智子，成澤 知美，中島聡美，
白井明美，小西 聖子 ，金吉晴：複雑性
悲 嘆 の 集 団 認 知 行 動 療 法 プ ロ グ ラ ム
の 開 発 ． 第 14回 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ
ク・ストレス学会  シンポジウム C－ 2
 災 害 後 の 複 雑 性 悲 嘆 の 予 防 お よ び
治療介入．京都， 2015.6.21. 

3)  白井明 美， 中島 聡美 ，小西 聖子 ， Bir
git Wagner．複 雑 性悲嘆 の筆記 療法
による介入の現状と 課題．第 14回日本
トラウマティック・ストレス学会  シ
ン ポ ジ ウ ム C－ 2 災 害 後 の 複 雑 性 悲
嘆の予 防お よび 治療 介入． 京都 ， 201
5.6.21.   

 
 
 
Ｈ ． 知 的 財 産 権 の 出 願 ・ 登 録 状 況  
  （予定を含む。 ）  
 1. 特許 取得  
 なし  
 2. 実用 新案登録  
 なし  
 3.その他  
 なし  
 
＜引用文献＞  
1)  American Psychiatric Association.

 Diagnostic and Statistical Manua
l of Mental Disorders. Fifth edit
ion. Washington, DC; American Psc
yhiatric Publicatioin, 2013 

2)  Asukai N, Tsuruta N, Saito A: Pil
ot study on traumatic grief treat
ment program for Japanese women b
ereaved by violent death. J Traum
a Stress, 2011 

3)  Boelen PA, de Keijser J, van den 
Hout MA, et al.: Treatment of com
plicated grief: a comparison betw
een cognitive-behavioral therapy 
and supportive counseling. J Cons
ult Clin Psychol 75;277-284, 2007 

4)  Boelen PA, Prigerson HG: The infl
uence of symptoms of prolonged gr
ief disorder, depression, and anx
iety on quality of life among ber
eaved adults: a prospective study.
 Eur Arch Psychiatry Clin Neurosc
i 257;444-452, 2007 

5)  Boelen PA, Prigerson HG: Commenta
ry on the inclusion of persistent
 complex bereavement-related diso
rder in DSM-5. Death Stud 36;771-
794, 2012 

6)  Bryant RA, Kenny L, Joscelyne A, 
et al.: Treating prolonged grief 



430 
 

disorder: a randomized clinical t
rial. JAMA Psychiatry 71;1332-133
9, 2014 

7)  Fujisawa D, Miyashita M, Nakajima
 S, et al.: Prevalence and determ
inants of complicated grief in ge
neral population. J Affect Disord
 127;352-358, 2010 

8)  Goenjian AK, Molina L, Steinberg 
AM, et al.: Posttraumatic stress 
and depressive reactions among Ni
caraguan adolescents after hurric
ane Mitch. Am J Psychiatry 158;78
8-794, 2001 

9)  Heir T, Weisaeth L: Acute disaste
r exposure and mental health comp
laints of Norwegian tsunami survi
vors six months post disaster. Ps
ychiatry 71;266-276, 2008 

10)  Hensley PL, Slonimski CK, Uhlenhu
th EH, et al.: Escitalopram: an o
pen-label study of bereavement-re
lated depression and grief. J Aff
ect Disord 113;142-149, 2009 

11)  Jacobs S, Mazure C, Prigerson H: 
Diagnostic criteria for traumatic
 grief. Death Stud 24;185-199, 20
00 

12)  Kersting A, Brahler E, Glaesmer H,
 et al.: Prevalence of complicate
d grief in a representative popul
ation-based sample. J Affect Diso
rd 131;339-343, 2011 

13)  Kristensen P, Weisaeth L, Hussain
 A, et al.: Prevalence of psychia
tric disorders and functional imp
airment after loss of a family me
mber: a longitudinal study after 
the 2004 tsunami. Depress Anxiety
 32;49-56, 2015 

14)  Ott CH: The impact of complicated
 grief on mental and physical hea
lth at various points in the bere
avement process. Death Studies 2
7;249-272, 2003 

15)  Pasternak RE, Reynolds CF, 3rd, S
chlernitzauer M, et al.: Acute op
en-trial nortriptyline therapy of
 bereavement-related depression i
n late life. J Clin Psychiatry 5
2;307-310, 1991 

16)  Prigerson HG, Bierhals AJ, Kasl S
V, et al.: Traumatic grief as a r
isk factor for mental and physica
l morbidity. Am J Psychiatry 154;
616-623, 1997 

17)  Prigerson HG, Bridge J, Maciejews
ki PK, et al.: Influence of traum
atic grief on suicidal ideation a
mong young adults. Am J Psychiatr
y 156;1994-1995, 1999 

18)  Prigerson HG, Horowitz MJ, Jacobs

 SC, et al.: Prolonged grief diso
rder: Psychometric validation of 
criteria proposed for DSM-V and I
CD-11. PLoS Med 6;e1000121, 2009 

19)  Prigerson HG, Maciejewski PK, Rey
nolds CF, 3rd, et al.: Inventory 
of Complicated Grief: a scale to 
measure maladaptive symptoms of l
oss. Psychiatry Res 59;65-79, 199
5 

20)  Prigerson HG, Vanderwerker LC, Ma
ciejewski PK, et al. A case for i
nclusion of prolonged grief disor
der in DSM-V. In: Stroebe M, Hans
son R, Schut H, et al., eds. Hand
book of bereavement research and 
practice: Advances in theory and 
intervention:American Psychologic
al Association: Washington:165-18
6 2008 

21)  Shear K, Frank E, Houck PR, et a
l.: Treatment of complicated grie
f: a randomized controlled trial.
 Jama 293;2601-2608, 2005 

22)  S h e a r  M K ,  S i m o n  N ,  W a l l  M ,  e t  a
l.: Complicated grief and related
 bereavement issues for DSM-5. De
press Anxiety 28;103-117, 2011 

23)  Shear MK, Wang Y, Skritskaya N, e
t al.: Treatment of complicated g
rief in elderly persons: a random
ized clinical trial. JAMA Psychia
try 71;1287-1295, 2014 

24)  Silverman GK, Jacobs SC, Kasl SV,
 et al.: Quality of life impairme
nts associated with diagnostic cr
iteria for traumatic grief. Psych
ol Med 30;857-862, 2000 

25)  Souza R, Bernatsky S, Reyes R, et
 al.: Mental health status of vul
nerable tsunami-affected communit
ies: a survey in Aceh Province, I
ndonesia. J Trauma Stress 20;263-
269, 2007 

26)  Stroebe M, Schut H, Stroebe W: He
alth outcomes of bereavement. Lan
cet 370;1960-1973, 2007 

27)  Wagner B, Knaevelsrud C, Maercker
 A: Internet-based cognitive-beha
vioral therapy for complicated gr
ief: a randomized controlled tria
l. Death Stud 30;429-453, 2006 

28)  Wittouck C, Van Autreve S, De Jae
gere E, et al.: The prevention an
d treatment of complicated grief:
 a meta-analysis. Clin Psychol Re
v 31;69-78, 2011 

29)  Zygmont M, Prigerson HG, Houck PR,
 et al.: A post hoc comparison of
 paroxetine and nortriptyline for
 symptoms of traumatic grief. J C
lin Psychiatry 59;241-245, 1998 

 



431 
 

 


